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磁場閉じ込め型核融合炉の研究では、ダイバータ板の熱負荷低減のため、非接触プラズマ(デタ

ッチプラズマ)を生成することが提案されている。しかし、デタッチプラズマを生成する際、ダイ

バータ近傍のガス圧力を高く維持することが必要なため、中性粒子が炉心プラズマに逆流し、炉心

プラズマの性能を低下させることが懸念されている。そのため、デタッチプラズマの維持と炉心プ

ラズマへの中性粒子の逆流を防止することができるダイバータ構造が要求されている。 

多量の中性粒子をダイバータ内に保持するには、従来の開いたダイバータからＶ字構造を有する

閉ダイバータ構造、更には、レッグ長を延長したロングレッグダイバータ等の先進的なダイバータ

の設置が検討されており、ITERではＶ字構造の閉ダイバータが採用されている。 

しかし、先進的なダイバータに関する研究は、ダイバータ構造や計測系の複雑化のため、実験的

検証は殆ど実施されておらず、シミュレーションによる報告が殆どであある。ダイバータプラズマ

と壁との相互作用を解明するには、実験的な検証も必要である。特に、デタッチプラズマ内の反応

過程は、原子・分子を含む様々なイオン種が生成されるため、従来までの分光計測やプローブによ

る粒子計測のみでは反応過程を解明することが困難とされてきた。そのため先進的構造を有するダ

イバータプラズマ内の原子・分子のイオン種を直接計測ことが不可欠となっている。 

本研究では、先進的なダイバータを模擬

したターゲット後方部にオメガトロン質量

分析器を設置し、ターゲットの構造変化に

対するデタッチプラズマ内での原子・分子

イオンを計測することを目的とする。 

実験装置は、ダイバータ模擬装置

TPD-SheetIVの終端部に、V字ダイバータ及

びロングレッグダイバータを模擬したターゲ

ットを設置した(図１参照)。そのターゲット後

方部には、オメガトロン質量分析器を設置し

た（図２参照）。同時に電子温度、電子密度

をラングミュアプローブ、バルマー系列の発

光強度を可視分光器、ターゲット内外のガス

圧力をバラトロン真空計、ターゲット表面の

熱負荷を熱電対により計測した。 

さらに衝突輻射モデルを用いた再結合量と

イオン種の量を算出し、Ｖ字及びロングレッ

グダイバータを模擬したターゲット構造の変

化に対するデタッチプラズマ生成過程につい

て明らかにする。 
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図 2 Ｖ字ターゲット付きオメガトロン型質量分析器概念図 

図 1 ダイバータ模擬装置 TPD-SheetIV概念図 

Ｖ字ターゲット付き 

オメガトロン型質量分析器 


